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福祉の視点からの新しい教会様式と実践 

東京基督教大学 第８回「キリスト教と福祉」研究会 

2021.2.25 松谷信司（「キリスト新聞」編集長） 

 既成概念をいったん置いてみる 

 OSからアップデートする 

 言い訳探しをしない 

 全員が当事者として主体的に 
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コロナ禍以前からの課題 

 牧師不足、無牧教会の増加 

 信徒の高齢化、教会の硬直化 

 教勢の低迷に伴う「保守化」 

 教会観、牧師像の世代間ギャップ 

 自教会、自教派への固執 内向き志向の悪循環 

不健全な代謝異常 



2021/2/26 

3 

「昭和」 

反復・暗記・精神論 

忍耐してなんぼ 

一方的な講義 

自己犠牲の美徳 

「令和」 

効率重視・合理性 

楽しみながら学ぶ 

双方向・参加型 

ワークライフバランス 

 教会はどこにある？ 牧師はどこにいる？ 

 クリスチャンが必ず聞かれる質問あるある 

 「信者じゃなくても入っていいんですか？」 

 「どなたでもお越しください」とは言いながら… 

 「泣いた赤おに」状態 
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 読者（顧客）の高齢化、組織の硬直化 

 教派神学校の定員割れ、閉鎖 

 「恵みシャレー」閉鎖 → 売却 

 CLC（クリスチャン文書伝道団）解散 書店の閉店 

 株式会社サンガ、枻出版社の破産 

もはや個別の問題ではない 

 「ステイホーム」できる人／できない人の格差 

 失業、貧困、孤立、虐待という負の連鎖 

 医学的・科学的エビデンスへの姿勢 

 蔓延する誹謗中傷と「自粛警察」 

 「自助」ありきの政策 

 リーダーシップの欠如 
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 葬儀、祭りの変容 

 オンライン法要 

 賽銭のキャッシュレス化 

 バーチャル参拝 

 YouTubeへの参入 

何が変わって何が変わっていないのか 
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 必要に迫られれば教会も変わることができる 

 「なくても回る」無駄の多さ → 合理化のヒント 

 「教会難民」によるオンライン需要の存在 

 コロナ禍以前からの〝礼拝弱者〟の存在 

 提供するコンテンツの質が一目瞭然 

 淘汰、選別される覚悟の必要性 

 特定の時間、空間に縛られてきた閉鎖性 

 前例踏襲の無責任体制、変われない保守体質 

 地域社会にとって必要な存在？ 

 牧師と信徒の共依存 

 指導者中心の一方的な講義型説教と 

 信徒による参与のない礼拝 
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「感染症が起きても、政治の側も医療の側も、また一般の国

民も、宗教の必要性を感じてはいない。しかしそんな議論は

ともかく、反省を込めて、宗教者は行動に出る時ではないか。 

 新型コロナウイルスによって突き付けられているのは、人

と社会における信頼の問題である。ほんらい社会は、信頼と

共同で成り立つはずなのに、このままでは不信感が増大し、

たがいに支え合い助け合うという、当たり前の倫理が失われ

るだろう。いや、すでに人と社会は、善き倫理を喪失してい

たのかも知れない。今が大切な時である。分岐点である」 

「『教会とは何か』というアイデンティ

ティさえ確認されていれば、この時期の礼

拝には豊かささえも生まれる。合同のネッ

トミサがカトリックなどでは行われている

が、プロテスタントでも合同礼拝や、交換

講壇など、今でこそできることもあり、実

際に行っている教会もある。……郵送や

Zoomを活用し、その中身を『本当に大切な

ことに絞る』とき、その内容が洗練されて

いく経験をした教会も少なくないだろう」 
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時代の要請に応えるための模索 

築地本願寺 伝統か挑戦か 
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 SNSの積極的な活用 

 動画コンテンツの充実 

 双方向型のコミュニケーション 

 意識的に既存の枠組みから「外」へ出る 

 学校、家庭、社会で居場所を失う人々のため 

 孤独に寄り添う 
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 新しいツールをどう宣教に活用するか 

 教会の「壁」をどう乗り越えるか 

 異業種交流・他流試合ができるか 
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ポストコロナの宣教を考える 

「イエス様ならトイレットペー

パーをお分けになるでしょう」 

豪東部ゴスフォルド聖公会の看板 

東大寺での超宗教による終息祈願が「アベ

ンジャーズ」「Gメン75感ある」と話題 
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学校 

教会 家庭 

「第三者」 
 の存在意義 

？ 

 コロナ後も「元には戻らない」ことを前提に、

既存の枠組みや執着を捨て、多様な連帯の形を

模索し、対外的に存在意義を示す好機。 

 本質は何かを見定め、最低限必要なことに絞っ

て可能な方法について知恵を出し合い、牧師も

信徒も自立し、持続可能な仕組みづくりを！ 

 意識的な世代交代とダイバーシティの確保。 
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「日本の教会、諸君の教会は、かつて西洋の宣教師か

ら与えられた概念、型、構造に、あまりにもキチンと

はまりこみ、それに固執しすぎている！ しかもこのよ

うな過去のイメージが、諸君にとっては、聖なる、犯

すべからざるもの、変更など思いもよらぬものと考え

られている。…だから、日本の教会は他に対して宣教

しようとしながら、一般からは、真に自己中心的、閉

鎖的生き方をしていると見られているのである。…諸

君の間には、あの原始教会に見られるような、聖書的

な自由闊達さが見られない」 

『日本のキリスト教に未来はあるか』 

@macchan1109 

ご清聴ありがとうございました。 


